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一
法
人
税
負
担

I

麗

点

ナ

.

表
題
の
ご
と
き
テ
I

マ
で
、
現
段
階
に
お
げ
る
わ
が
国
の
法
人
税
負
担
が
も
た
ら
す
べ
き
経
済
的
効
果
を
た
ず
ね
る
こ
と
に
し
た
い
。
問
題
の
，

唑
質
上
、
こ
こ
で
ば
法
人
税
が
所
得
分
配
に
も
た
ら
す
効
果
.

を
ま
ず
中
心
と
し
.、
次
に
産
業
別
に
み
た
法
人
税
の
効
果
の
こ
れ
ま
で
無
視
さ
れ
て

r
た
側
面
に
独
れ
る
こ
と
に
限
定
す
る
こ
と
に
す
る
。：
産
業
別
'

.

.

企
業
規
模
別
'に
み
た
法
人
税
の
経
済
的
効
果
に
つ
い
て
は
続
稿
に
委
ね
る
こ
と 

(

1) 

■ 

■ 

■

に
し
よ
■

う
。

.

⑴

企
業
の
法
人
税
負
担
の
増
大
：

は
じ
め
に
、
戦
後
か
ら
現
在
に
い
た
る
日
本
経̂

^

の
著
し
い
発
展
と
と
も
に
、
企
業
の
法
人
税
負
担
が
た
え
ず
増
加
傾
向
を
示
し
て
き
た
、
と 

い
う
点
に
ま
ず
注
目
し
て
み
る
。
.

全
産
業
に
つ
い
て
、.
法
人
企
業
の
利
益
処
分
.

と
法
人
税
と
の
関
連
を
み
る
と
、
第
一
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
推 

移
が
み
ら
れ
る
。

.

法
人
税
収
と
法
人
税
の
最
高
表
面
税
率
と
の
推
移
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
三
つ
の
期
間
に
つ
い
て
、
両
者
の
変
動
の
間
に
ど
ち
ら
か
と
'い
え
は
逆
相

報，昭和36年。

改正に関する答申，昭和35年 12 
報, 第 110号。

関
の
あ
っ
た
こ
と
が
視
わ
れ
る
。
，昭
和
ニ
.

六
年
に
い
た
る
ま
で
は
、
 

最
高
表
面
税
率
は
三
五
：パ
ー
セX

ト
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
た
が
、
法 

人
税
収
は
着
実
に
そ
の
伸
び
を
重
ね
て
き
て
い
る
。
昭
和
ニ
七
年
か 

ら
ニ
九
年
ま
で
は
、：
朝
鮮
動
乱
の
影
響
の
も
と
に
、
同
税
率
は
一
躍 

し
て
四
一
一
。ヽV
I

セ
ン
ト
.

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、.
法
人
税
収
は
税
率 

.

七
'

。ハ.
丨
セ
シ
ト
の
.

弓
き
上
け
.

に
み
あ
ぅ
ょ
ぅ
な
増
大
を
み
せ
ず
、.
税 

〖

収
増
加
の
伸
び
は
、..昭
和 
一
一
ニ
年
以
降
の
ト
レ
ン
.ド
に
沿
っ
て
不
変

年

^
BJ

,

税
樹 

'
の
傾
向
を
示
し
て

.1る
さ
ら

..
に

、
.
昭
和
三

0
年
か
ら
三
ニ
年
に
い

|

細

峰

：た
る
ま
で
は
、
税
率
は
四
一
一
。ハ
ー
セ
ン
ト
か
ら
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、

25

幻
腳
ニ
ー
一
三
年
か
ら
は
三
八
。ハー
セ
ン
ト
と
あ
い
つ
い
で
引
き
下
げ
ら
れ
た 

<
* 

:
 

:
 

■

2

難にも
かかわ
らず、

■

法
人
税
収
は
急
激
に
増
加
し
、
そ
の
増
加
の
ト 

I

大
税
大
レ
ン
ド
は
ニ
九
年
以
前
よ
り
も
著
し
か
，•っ.
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ 

. 

. 

- 

こ
れ
だ
け
.

の.
観
察
か
.

ら
し
て
も
;'
.

巨
視
的
に
み
れ
ば
、

法
人
税
収
は
税
率
の
；増
加
関
数
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。「
ガ
リ
、パ 

|

旅
行
1

」

の
著
者
ス
ゥ
ィ
フ
ト
の
言
葉
を
敷
衍
.

じ
て
.

い
え
ぜ
：、「

税
率
の
引
き
下
げ
は
、
'

そ
れ
に
倍
す
る
以
±'

の
税
权
増
加
を
も
た
ら
す」
こ 

と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
法
人
税
収
：の
辦
- #

弾
カ
性
が
、
長
期
的
.

に
か
な
り
高
度
に
維
持
さ
れ
て
：い
る
こ
と
の
証
左
と
.と
ら
て
も
よ
い
で 

あ
ろ
ぅ
。
，け
れ
ど
も
、
同
時
に
留
意
す
べ
き
点
は
、
法
人
税
の
実
効
税
率
；(

純
利
益
に
た
い
す
る
.

納
税
引
き
当
て
.

金)

の

変

動

に

，
つ
：い

.

て
、直
線
の
.

あ
て
. 

は
め
を
し
て
み
る
.

と
.
.

長
期
的
に
は
企
業
の
法
人
税
負
担
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
あ
，る
。
.こ
の
J:
-

を
な
税
負
担
率
の
» •
■

に
よ
っ
て
、
■産
業 

.

日
本
の
法
人
税
負
担
の
評
価
㈠

 

.
一

五
.

(

ニ

七)



別
に
.

み
た
法
人
企
業
の
活
動
型
に
な
.

ん
ら
が
©

歪
み
が
：紀
た
ら
さ
れ
、i

た
と
の
蚕
，み
が
拡
大
さ
れ
る
方
向
に
向̂

い
：う
疑
問
が
生
れ
て
く
る
。-'
.

:

そ
れ
ば
.

か
り
で
；な

.<
:

.

、
同

|
:產

業
部
門
内
部
に̂

い
て
も
？
税
£

め
部
分
的
緩
和
を
図
：る

「

粗
税
特
別
措
置
法」

• 

. 

•
.

-

.

.

.
 

.
.
.
.
.
.

 

.

.

.

.

.

.
 

.

に
，よ
久
、
，：大
法
人
：と
中
小
法
人
と
.

の
税
負
担
関
係
：に
生
じ
へ
た
歪
み
.

も
、へ.
*

大
ざ
れ
て
い
?,
'

€>

セ
.

ぼ
な
い̂^
 

要
す
る 

に
,:
?:

資
源
の
最
適
配
分
と
い
う
基
準
に
照
ら
'1
.̂

み
て
；、：

「

法
人
税
は
、
：
企
業
办
鏟
済
活
動
の
効
率
に
フ

か
ど
う
か
'

：と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
法
人
課
税
が
、
'

企
業
の
望
ま
1.

い
活
動
型
令
乱
す̂

と
を
、';;

最
少
限
に
抑
£

る
べ
き
で
あ
.

る
と
す
れ
ば
、
こ 

の
種
の
疑
問
に
わ
れ
わ
.

れ
は
答
え
る
用
意
を
す
べ
き
で
あ
ろ
.

う
。
.

法
人
税
負
担
に
つ
い
て
の
第
—*

の
問
題
点
は
こ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
次
稿
で 

の.
主
題
と
な
る
。
.,
:
.
..

十
.;
:'
'

 

: 

‘

'.

⑵

法
人
税
負
担
と
所
得
分
配
.

'

 

-

^

 

■

司
じ
く
、
第
一
図
に
つ
い
て
、
法
人
企
業
の
利
益
金
她
分
の
推
觀
を
.

み
る
と
、：
ま
ず
目
だ
つ
こ
と
.

は
'
配
当
金
が
き
わ
め
て
安
定
し
た
増
加
率 

を
も
っ
て
、
趨
勢
的
に
上
羿
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
パ
こ
れ
に
対
し
、
.社
内
留
保
の
ト
レ
ン
ド.
は
、：
配
当
金
と
ほ
ぼ
同
一
：.方
向
に
増
加
傾
向
に
あ 

る

も

の

の::
>
'
ー

 

貫
し
て
増
加
す
る
配
当
金
と
は
対
照
的
に
、
著
し
く
不
安
定
な
変
動
を
示
し
て
い
る
。
企
業
の
利
益
処
分
.

に
お
い
て
、
：社
外
分
配 

に
は
配
当
金
の
ほ
か
に
役
員
賞
与
が
あ
る
が
、'
こ
れ
は
と
.

.

る
に
た
り
な
い
割
合
で
.

あ
る
か
ら
、
当
面
は
考
慮
の
そ
と
.に
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、.
会
社
決
算
に
お
け
る
利
益
処
分
方
策
に
あ
た
っ
て
は
、
法
人
税
を
所
与
と
す
れ
ば
、
ま
ず
配
当
率
が
与
え
ら
れ
、
つ
い
で
社 

内
留
保
率
が
与
え
ら
れ
て
利
益
額
が
.

算
定
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
企
業
の「
配
当
率
安
定
化
政
策』

に
よ
っ
.

て
.配
当
率
は
も
っ
ば
ら
同
一.
産
業
同
一 

規
模
の
い
わ
ゆ
る
競
争
企
業
の
予
想
配
当
率
に
.

.

よ
り
、
.

た
が
い
に
他
を
牽
制
し
，あ
い
な
が
ら
決
定
さ
れ
る
。.
第
一
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
配
当 

金
の
た
え
ま
.

な
，

.

い
安
定
成
長
は
、•
，こ
の
、よ
う
な
企
業
の
政
策Q

反
映
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
こ
の
政
策
—

^
そ
の
是
非
は 

と
も
あ
れ
._

が
今
後
と
も
と
ら
れ
る
な
ら
ば
、
本
来
変
動
の
著
し
い
.

は
ず
の
.

配
当
金
も
、.

そ
の
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

だ
と
す
れ
ば
、
配
当
金
の
安
定
性
は
、
個
人
所
得
の
分
配
構
造
に
も
、
な
ん
ら
か
の
安
定
化
要
因
と
し
て
作
用
'

し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た

配
当
金
に
課
せ
ら
れ
I

人
税
が
、
個
人
所
得
階
層
別
に
、
I

よ
う
に
配
分
さ
れ
て
き
た
か
、
ま
た
い
か
.

な
る
所
1

分
配
効
果
を
も
づ
た 

力

と〜

問
題
を
検
討
す
る
さ
い
に
も
、
み
や
す
い
指
標
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。■
総
じ
.

て
い
え
ば
、'

固
人
所
得
の
分
配
構
造
は
、
配 

当
金
を
連
賴
項
と
し
て
、'
法
人
税
負
担
の
影
響
を
う
け
る
が
、
そ
の
関
係
は
高
度
に
蹇
し
て
い
る
.と

い

う

印

象

を

う
け
る
。

配
当
所
得
を
め
ぐ
る

「

I

麗

達

の

意

味

を

、
わ

が

證

つ

い

て

明

ら

か

,
，
し

よ

う

と

す
れ
ば
、
個
人
所
得
と
法
人
所
得
と
の関
係
を
、
 

統
一
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
な
観
察
デ
, 1

タ
を
今
後
と
も
積
：み
童
ね
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
に
た
，っ

て
、
は
じ
め
て
所
得
税
と
法
人
税

観
点
を
、
第

二

の

麗

点

と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

.

た
だ
し
時
系
列
に
つ
い
て
の
考
察
は
こ
の
小
論
の
主
題
で
は
な
い
。

.

議

_

画

 

l

i

l

(

2)

三
菱
経
済
研
究
所「

企
業
の
成
長
と
収
益
性

」

昭
和
三
六
年
、
参
照
。

.

. .

.

:ニ
，
個
人
所
得
階
層
別
に
み
た
法
人
税
負
担
の
配
分

o
 

-

「

法
人̂

在
説」

と
.「

法
人
擬
制
説」

全
租
税
体
系
ク

-
K

力
で
の
法
人
税
は
あ
た
力
も
-「

動
物
園
の
な
か
で
の
巨
象」

と
同
じ
で
あ
る
.。

巨
象
が
馨
園
の
な
か
で
観
衆
の
人
気
を 

最
も
あ
つ
め
、
種
々
の
芸
当
で
観
衆
嘉
か
す
よ
う
に
、
法
人
税

I
.も
巨
大
な
収
入̂̂
 

.レ
か
も
そ
の
不
可
思
議
な
性
格
の
I

、

租
税 

研
究
者
を
驚
か
せ
蓋
さ
せ
て
い
る
。'
い
っ
て
み
れ
ば
、
法
人
税
の
存
在
理
由
が
不
明
確
で
あ
り
な
が
ら
、
®

て
レ
’

な
い
.

の
は
、.
巨
象
が
動
物
園
の
：ス
：タ
丨
で
あ
る
が
た
め
と
丁
度同
じ
.よ
う
气
法
人
税
が
全
租
税
体
策
に
と
っ
て
す
で
に
不
可
欠
の
套
ビ 

.，力
ら
で
あ
ろ
う
。f

法
人
税
の
性
格」

I
:

わ
め
.て
曖
昧
な
こ
と
は
.、
す
で
に
周
知
の
事
実
で
あ
る
.

し
か
.

し
こ
こ
で
は
、「

群
盲
象
を
無
で
る」

.

:日
本
の
法
人
税 
l
i
e
 

.

.

. 

'

■

.

.

i 
3

^



' 

-パ

.

.

■

-

 

'

-

:

一A
.
 

(

一
二
〇)

-
:

の
譬
ど
お
り
に
、：：私
も
法
人
税
.

ど
：.い
う
巨
象
を
撫
で
な
け
れ
ば
な
力
な
，い
ブ
 

—

::
■

ニ
，
.：'」

'

.

J

人
税
の̂

格
を
ど
^

よ
う
に
規
定
す
る
か
、.
と
い
■

う
と
き
，
：■法
人
税
.

と
所
得
税
'
.の

％
1

重
諌
税
4

^

£

'

の
よ
ぅ
に
扱
う
へ
ぎ
か
.

.

と
V

ぅn
£

 

題
^

ま
ず
ぶ
つ
か
：る
。.
と
.

れ
は
各
国
税
制
に
：お
.

い
て
も
、A

も
差
異
.

を
生
：じ
.:
'

_

圆
め
統
ー
：に
欠
け
で
'

い
る
問
題
で
あ
る
。
わ
が
国
の
現
行
税
讲 

.

で
は
、：。法
人
f

個
人
所
得
め
前
取
I

f

、
法
人
の
所
得
，に
対
U

法
人
税
と
所
得
税
.

と
め
一
一
重
課
税
を
行
ぅ
べ
き
.

で
.

な
v>
ど
い
ぅ
立
場
に
た 

一？
： v^

個
人
の
う
け
と
る
配
当
は
対̂

所
得
税
を
課
す
る
ば
あ
い
は
、
そ
の
.

配
当
の
ニ
'

定
割
合
を
税
額
が
■

ら
控
除
，：

(

税
額
I

)

す
る
こ
と
に
よ 

'

っ.
て
、
ぞ
の
—

整
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

.

:

け
れ
ど
も
"

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
こ
の
調
整
方
法
に
つ
.

い
て
従
来
.

か
ら
多
-:
<

の
識
論
が
あ
っ
た
大
別
す
れ
ば
一
方
の
極
に

「

法
人
実
在 

説」

が
あ
り
、
他
方
の
極
に「

法
人
故
制
説」

が
あ
る
。「

屈
人
実
在
説」

は
、

現
実
に
法
人
黑
す
機
能
に
着
目
し
て
、

法
人
に
独
自
の
担
税 

力
を
認
め
、/

そ
れ
ゆ
え
配
当
所
得
の
ニ
重
課
税
に
つ
い
て
調
整
め
必
要
を
認
め
ず
、
現
行
の
配
当
控
除
制
度
も
必
要
で
な
L

と
す
石
こ
れ
に
穷 

し
、「

法
人
擬
制
説」

は
、
法
人
は
株
主
の
集
合
体
に
ほ
か
な
ら
ず
、
法
人
税
は
個
人
所
得
の
前
取
り
で
あ
名
.

か
ら
、
.法
人
の
所
得
に
対
し
法 

人
税
.

所
得
税
の
ニ
童
課
税
は
一
切
行
な
う
べ
き
.

で
な
い
と
す
る
，0
'

さ
ら
に
こ
の
一
一
つ
の
説
め
.

中
障
に
く
る
へ
き
も
の
と
し
て「

現
実
的
調
整 

■

策」

と

「

企
業
規
模
別
課
税
策」

と
か
り
に
呼
ぶ
ベ
き
よ
う
.

な
ニ
つ
.

：の
説
も
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

「

現
実
的
調
整
策」

'

は
現
実
の

i

p

の
調 

整
を
考
え
る
.

と
、：
実
在
説
：•
擬
制
説
の
い
ず
れ
か
に
徹
底
す
る
.

こ
.

と
は
適
当
で
な
い
か
ら
、
，
一
一
重
課
税
の
：一
部
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
、...現
実 

的
な
解
決
を
図
る
べ
き
で
.

あ
る
と
す
る
。：
ま

た「

企
業
規
模
別
課
.

税
策」
は
'

び
と
く
ち
に
法
人
と
い
マ
て
も
、
所
有
と
経
営
の
分
離
が
朋
確
な 

大
法
人
と
.

、
個
人
経
営
的
色
彩
の
：強
.

い
.

中
小
法
人
と
.

で
は
同
'
.

一
に
論
ず
る
こ
と
は
.

で
き
な
い
か
ら
、
前
者
に
つ
い
て
は
実
在
説
的
に
と
ら
え
後 

者
に
つ
い
て
は
擬
制
説
的
に
と
ら
え
て
、.
法
人
の
区
分
に
よ
っ
て
異
な
.

っ
た
麗
の
仕
方
を
す
べ
き
で
あ
'

る
と
す
る
。
追
如
さ
れ
た
こ
れ
ら
ー
ー
つ 

r

v

t̂

丈
、
現
実
に
ば
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
税
制
調
査
会
が
行
な
っ
た
ア
ン
ヶ
ー
ト
調
查
に
よ
る
と
一
一
重
課
税
調
整
の 

隱
に
つ
い
て
は
、「

現
実
的
調
整
策」

.

を
認」

め
る
人
は
最
も
多
く
、.
全
体
の
三
四
。ハ
丨
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
次
は
、
.■.「

企
業
規
模
別
調
整
策」

ガ

区

所 跑
人 員 —

* " . . . .

:所 得 金 額

納f 数 勰 1 百 分 比 ( | )
—r—— - ___ _ ' ン % n  W  百— (S)

100方円未満 

100万円以:4：

(千人） （千人） % %
10,753 160 66.6 1.5 

485 80 33.4 16.5 .

: (百万P f )(百万円） % 0/ ~
3,953,016 6; 015 13.9 0.15 

803,924 37,131 86,1 4.6 !

合 計 , 11，？38 240 100.0 2,0 4,756,940 43,146 100.0 0.9

資 科 斑 制 _ 查会：当而の税制改正に関する答申，昭和35年

九

(

二 

ニ 

)

昭和33年^第~7表税制からみた法人企業の階層

所得金額比率
(百万R)

比率(%)会社数資本金
(利益会社)

242,457 28.

616,831 71.1

859, 294 100.1

2.

97.

,6
10C

304,690 

7,968 

312,658

000方円制 

000万円]^ 

計 ：

104,544 

754,748 8'

859,294 101

金

階

級

別 

会

社

資

本
，
.

283,471 90.8

29,187 9.2

312,658 100.0

所 得  

200万円j 

200万円i 

計

階

級

別
 

.

会
.社
所
得

同 族 402.213 92.

非 同 族 34. 654 7；

計 436.867 100,

容中，昭和35年

C
h

セ
ン
卜
を
、，.「

擬
制
説」

.

.は

--
*
四

。ハ
丨
セ
シ 

.ぞ
れ
占
め
て
い
石
か
^

で
あ
.
^
':'
-
.
.
,

.を

そ :
れ

そ
こ
セ
，
問
題
は
、̂

ぜ
配
菩
所
衝
の-

重
皲
税
、
一
 

'

ひ
い
て
は
法
火
税
の
性
格
に
つ
い
て
、
こ
0

ょ
.

う
な
意
：
 

見
の
拡
散
.

、力
み
ら
れ
る
の
か.、.'
.
.ど
.

い
う
こ
と
で
あ
^'
。

:

こ
の
問
題
.

の
検
討
に
当
.

つ.て
';
'「

現
実
的
調
整
策」

.
を
.
 

は
じ
办
に
除
.

い
.

て
お
こ
う
o

:

い
う
と
V

J
■

ろ
'

の.
.
.
.

「

現
実
的
.
.
. 

解
決
を
図
る」

こ
と
の
.

意
味
内
容
が
不
明
瞭
だ
か
ら
で 

あ
.

る
。
；
.

ま
た
.

；T

企
業
規
摸
別
課
税
策」

も

、

擬
制
説
と 

実
在
説
に
ク
い
て
の
妥
協
案
,̂

み
な
し
て
、

,

検
討
.

の
対

I

象
か
ら
は
ず
し
て
お
こ
う
ァ
残
ざ
れ
た
も
め
ま-̂
擬
制
 ゝ

説
と
実
在
説
で
あ
る
。

 

ベ
べ

.'-:

.'

.

八
第
一
に
考
え
ら
れ
る
点
は
、，
所
得
税
は
累
進
税
率
が
適
用
さ
れ
、
法
人
税
は
X

I

®

比
例
歡
率
が
適
用
さ
ハ 

れ

る

J

と
で
あ
る
か
り
に
一
一
つ
0:

税
に
贫
し
比
例
税
率
が
適
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、、
ニ
つ
の
説

§

両
立
へ
の
： 

道
は
容
易
に
開
か
れ
石
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
増
し
て
重
要
塞
一
の
.

点
は
、

.

法

人

規

,

別
.v

翁

類
別 

に
み
ら
れ
る
断
層
の
深
さ
と

同

じ
く

個

人

所

得

階

層

別

に

み

，た
：配

当

受

領

者

®:
:

,

の
除
層
.

の
深
さ
ど
で
あ
：る
。

.

.

. 

第
一
表
は
、.
規

篇
.

震
別
に
み
た
法
人
企
業
間
の
断
層
办
深
さ
を
示
じ
.

て
ぃ
る
。

.
' 

ぞ
れ
に
よ
：を
と
。
資

本
.

.日本
の
法
人
税
負
掛
の
評
舸.
” |

_

资料税制調査会：当而の税制改正に関す.
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' 

ニ
〇
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ニ
ニ)

へ

金
.

一
千
万
円
以
下
の
会
社
の
所
得
金
額
は
総
額
S

八
。ハ
r

:

セ

管
，

_

の
所
得
金
額
に
ブ
い
て
も
!:

コ

し

：セ
.

ン
ト
で
I

ぞ
.

会
社
数
f

れ
ぞ
れ
総
数
_

七

销
 

丨
セ
ツ
ト(

と
^
ぼ

多

数

を 

占
め
'
 

;

同
族
会
社
に
つ
パ
t

も
同
じ
こ
：と
が
い
え
よ
も
.

ノ
つ
ま
り
、'
資
本
金
別
に
％

.

_

多
数
で
.

あ
り
、
擬
制
説
が
；こ
の
事
実
■

目
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
_

あ

气

ぎ

庄

倒

的
I

く
'

囊
説
が
こ
の
事
実
I

目して、いる
こ
と
备
ら
笔
け
れ
め
ぢ

.

一一.づ
：の
説
が
、
第
一I

表
に
み
ら
れ
る
よ
う
. 

ぉ
配
当
所
得
の
個
人
所
得
階
層
別
分
布
を
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
納
税
者
霞
に
対
し
配
当
所
得
受
領
者
数
は 

っ
ず
か
ニ
。ハ
丨

セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
.

ま
た
：配
当
所
得
霧
の
八
六
.

パ
丨
セ
ン
ト
は
募
円
以
上
’

の.
所
得
階
凰
S

属
し
て
：い
る
け
れ
ゼ
も
、

.

配
当 

所
得
受
領
者
於
5

は
'

百
万
円
宋
満
の
所
得
階
層
に
属
し
て
い
：る
0.

ー
般
的
，

粗
税
統
計
か
ら
み
'

れ
ば
、'.
:

常
識
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
：配 

当
所
得
の
^

な
り
の
金
額
が
高
額
所
得
階
層
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

'

.

'

’

:

こ
の
：よ
う
_

計
だ
け
で
：.
義

説
I

製

に

つ
.

：
い
て
な
ん
ら
か
の
判
定
莘
す
こ
と
等
し
か
し
、この

I

I

視
す
る 

こ
と
も
で
ぎ
な
い
。.
と
り
わ
け
実
在
説
に
つ
い
て
.

は
次
の
：よ
う
な
疑
問
が
®

る
。
確
か
に
高
度
に
成
長
'

じ
た
大
法
*

<

に
つ
1

い
て
み
れ
は
そ
の
実 

在
' 

担
税
P

I

う
べ
く
も
な
い
。：
そ
こ
か
ら
法
人
S

立
の
人
鬆
認
め
、
：そ
の
担
税
■

応
じ
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
零 

じ
か
レ
、
|

人
の
株
主
に
も
低
所
得
ぎ
も
お
り
、：
中
小
法
人
の
株
主
に
も
高
額
所
得
者
も
お
り
、
法
人
の
段
階
で
糧
力
に
差
異
を
認
め
る
こ 

と
は
必
ず
し
も
株
主
の
段
階
で
担
税
カ
に
差
異
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
ぱ
な
い
。
そ
'

こ
で
も
し
も
、
実
在
説
が
個
人
所
得
分
布
の
面
で
法 

人
税
と
所
得
税
の
税
負
担
調
整
.に
つ
い
て
楽
観
的
で
t

と
す
れ
ば
、

"

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
推
論
を
予
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

.

. 

i

所
得
I

す
る
法
人
税
と
所
得
税
の
二
重
課
税
は
、.
'
:も
し
も
績
所
得
霞
の
人
の
所
得
議
が
配
当
金
'

I

め
て
も̂

る
な
ら
ば
、
，配
当
金
に
は
法
人
税
が
課
せ
ら
れ
て
も
、
所
得
税
は
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
;

こ
こ
で
は
問
題
と
t

ず
、

'
 

か
え
っ
て
低
額
所
得 

優
遇
の
実
を
.あ
げ
る
と
す
る
V

ま
た
他
方
で
は
、
法
人
税
は
比
例
税
率
で
課
せ
ら
れ
て
も
'
.
法
人
利
潤
と
支
払
配
当
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る
効
果

■

が
あ
る
か
ら
、
大
法
人
の
独
占
力
を
減
殺
す
る
と
と
も
に
高
額
所
得
者
に
は
累
進
課
税
効
果
を
お
よ
ぼ
し
、
し
た
が

0

て
二
重
課
税
に
よ

っ
て
税

負
担
の
.

公
平
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

• 

. 

.
.
.
.

 

:

■

.

第

T

の
ば
：あ
い
、

つf

 

こ.
.

の
，.
低

額

所

得

者

の

所

得

の

う
 

ち
配
当
金
に
は
法
人
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
.
.る
が
、
配
当
金
以
外
の
所
霉
は
免
税
で
あ
.

る
。

か
り
に

所
f

 

V

う
意
味
で
の
水
平
的
平
等
の
原
則
と
、
'

所
得
水
準
に
対
応
し3

度
の
.累
進
課
税
をと
る
と
.い
う
意
味
で

ら

は

こ

の
種
の
一一

重
課
税
の
塵
は
好
ま
し
い.
と
.

は
い
え
な
い
。
第
一
一
の
ば
あ
：い
、
：‘
つ
ま
り
囊
所
得
者
に
対
す
る
二
重
麗
の
童
課
は
、-
形 

式
上
は
I

課
税
J

る
が
、
：実
際
に
は
税
負
担
を
軽
減
す
る
余
地
が
譬
れ

S

る
0

衾

は

、
も
し
も
当
該
高
額
所
得
者
I

 

石 
1

よ
う
众
有
力
株
主I

っ
て
、■.会
社
の
配
裏
策
に
庄
力
を
加
え
るこ
と
が
で
I

な

ら
'
 

比̂

と
を
に
ら
み
あ.
わ
せ
た
う
え
で
、
個
人
負
担
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
、
：所
得
税
の
か
け
ら
れ
な
い
货
内
留
保
を

ふ
や
し
、
.
配
当
を
制
限
す
る
こ
と 

が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
：

. 

S

 

.

.

.

.
 

• 

. 

:

、
そ

こ

で

次
の
よ
う
に
結
論
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
⑴
第

一

の
ば
あ
い
'

で
み
た
よ
う
に
、
土
重
課
税
麗
と
は
、
二
重
課
税
そ

の

も

の

の

是
t

 

で

は

な

く

て
配
当
所
得
に
対
す
る」

5

課
税
の
税
額
が
、

他
種
の
所
得
に
対
冲
る
所
得
税
額
と
比
較
.

し
て
、

パ
，ラ
ン
ス
を
え
て
い
る
か
ど
う 

か
.'
*

.

と
い
う
主
と
し
て
I

所
得
間
S

け

る

牵

的

平

等

の

磨
2

る
。
⑵
し
か
し
、
i

課

税

麗

を

広

蒙

と
ら
1

1

ば
、'

第
二 

の
ぼ
あ
い
に
：み
た
よ
う
に
''

ー
ー
重
課
税
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
所
得
階
層
間
の
税
負
担
の
.

配
分
が
>

果
し
て
望
ま
し
い
か
、
.'
:
-

望
ま
し
く
な
い
か
、

. 

と
：い.
う
主
と
し
.て
所
得
階
層
間
に
お
け
る
垂
直
的
平
等
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る

と
と
が
で
き
る
。
';
,
.

ど
ち
ら
も
税
負
担
^

断
す
る
か
ぎ
り
I

、
等

S

ん
す
る
な
ん
ら
窗
白
な
価
値
判
断
を
導
入
す
る

こ

と

な

く

し

て

議

論

す

る

こ
と
は
で
き
な
、

⑶

固

人
の 

段
階
で
税
負
担
の
公
平
を
図
る
と
す
る
な
ら
ば
、.
実
在
説
は
ニ
.重
麗
麗
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
の
発
言
権
も

も

っ
て
い
る
と
：は
f

な

ほ

：

(

1

)

大
村
巍
、
税
制
調
S

の
行
な
.

っ

た

税

制

に

関

す

る

寶

調

查

，の
集
計
結
果
に
つ
い
て

(

下)」

財
政
経
済
弘
報
，.昭
和
三
八
年

| 

0

月
-二
八日
。

.

I

の
法
人
税
負
担
の
評
価
B
 

- 

V

.

- 

. 

- 

-
.
r 

. 

. 

.



.

 

一
 

I

一.
一

(

一
一
一
四

)

:

.

.
■'
.

.
':
■

:

.
,-
■

:

.

;

:

人
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.
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.

 

'

'

⑵

井
1

举
弥
寂
税
論」

：丨
社
会
主
義
租
稅
と
資
本
主
義
租
税
—

.鞀
和
三
ニ
年
、.
产
$

 

^

-

?

|

|

|
 

I

.
 

木
^

和4
K

監
訳
、.
マ
ス
グ
レ
I

ヴ

：

「

財
政
学』

参
照
。

.

へ

-;
.
:

• 

*

.
こ

; 

.

.

. 

.

.

.

.

. 

. 

へ

.
'
.
.
- 

.

' 

'

■■■■

:
 

. 

. 

, 

.

.

.

.
 

■ 

;

:f:(2
)
法
人
税
転
嫁
汔
税
負
担
の
配
分.
.''
.
.

〉

：
.：

；
；
^
 ̂

.

'.じ
：

.

. 

,•

税
負
担
の
.

公
平
と
.

い
&

廣
か
ら
す
る
な
：ら
ば
ノ」

絶
対
的
法
人
税
の
存
在
を
認
め
る
理
由
は
少
し
も
な
い
こ
と
は
、」

し
ば
L

ば
指
摘
さ
れ
た
と

.

お
り
で
あ
穿
そ
し
て
、
；：そ
の
ょ
竟
結
論_
達
す
る
ま
で
芦
わ
れ
わ
れ
I
藻

か

ら

の

厳

し

^
^

ど
ら
ね
I

:

ら
な
い
こ
と
は
串
す
ま
で
も
な(

vl
i

c

け

れ

ど

全
■

は
、
へ
法
人
税
の
存
在
理
由
を
最
終
的
.

名
她
か
め
る̂

 

.法

'
<
税
の 

‘

転
嫁
が
も
し
生
起
し
I

と
.

す
れ
ば
、.
税
負
担
.

の
霞
的
公
乎
：

上
：：

い
う
見
地
か
ら
、，
雙

税

の

._

理
由
を
老
程
度
ま
で
擁
護
で
き
る
か
を
検 

オ
じ
.

て
み
よ
う0
.
.

■'
,

•

前
節
で
行
な
っ
，こ
.

法
人
税
の
性
格
の.
：検
討
を
つ'
う
じ
て
、
，
.

わ
れ
わ
れ
は
、.
一
.一
重
課
税
問
題
の
核
心
は

.

配
当
所
得
が
ニ
重
に
義
さ
れ
て
、
る 

こ
と
で
は
な
く
：
：税
負
担
が
果
^

.

て
水
平
的
祀%;
'

垂
直
的
に
も
平
等
：に
配
分
さ
れ
て
い
る
か
否
か
，
，
に
あ
る

t

と
を
知
っ
た
。
と
く
に
擬
制
説の 

観
点
：か
ら
は
、
法
人
税
と.所
得
税
.

，の(

負
担
合
計
が5
;

'

他
種
の
個
人
所
得
に
対
す
る
所
得
税
の
負
担
と
^

較

A
.

ラ
.
.ン
.
.ス
し
.

て
t

る
か
：否

か

.
と 

.

.

、
を
平
的
平
等
が
問
題
と.
な
っ
v

:
v>

る
と
i

:

%

知
'
:

っ.
た
。
..
■
■;

ま
：た
実
在
説
：の
観
点
：か
ち
ば
、
ニ
水
平
的
平
等

^

^

^

蜃
的

平

等

に

つ

い

：て 

.

.

も
”

な
ん
ら
.

厳
密
な
考
f

l

れ
て
な
い
こ
と
も
知
：っ
た
。
'

:

し
：
.

I

一：

.

一：重

課

税

問

題

を

め

玄

在

：
種
：々

參I

り
解
f

 

提
示
.

さ
れ
て
I

が
、
：

」

い
ず
れ
も_

的
平
等
荒
蒙

I

い
一
て
.、
磁
 

.

て
：I

か
に
つ
，い
て
は
、
.

必
ず
し
も
明
確S
.

た
か
っ
た
。シ

法

金1

直
的
平
等
と.
め

麗

を

論

ず
3

老

^

所
得
分
配
構
造
に
い
か
な
る
効
果
を
お
ょ
ぼ
す
か
、
と
い
う
問
題
を
避
け
る
こ
：と
は
セ
I

い
。.
も

：し

ま

た

、
ぐ

.

こ
の
問
題
f

り
あ
げ
る
と
な
れ 

.

ば
，.
：.法
人
税
負
担
が
、.
所
得
階
層
別
全
個
人
所
得
分
布
に
わ
た
っ
て
、
ど
の
程
度
ま
セ
転
嫁
し
帰
着
し
て
い
る
か
、
.

に
つ
い
て
調
.ベ
る
必
要
が
生 

れ
.る 
0 

.

. 

-
 

- 

" 
.

.

. 

:

,

:

'
 

:

,

:■

:

:
パ
:

'

 

へ

'

•

.

.

:

:
 

ノ 

:

そ
こ
で
歌
の
ら
題
は

: f
e

:A

税
負
担
の
最
終
的
帰
着
は
ど
の
よ
う
に
し
て
き
め
ら
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
移
る
。
法

人

税

を

負

担

す

る

も

の

.

.

 

は

一
体
た
れ
な
の
か
。
法
人
企
業
の
株
主
か
、
消
費
者
ま
た
は
各
企
業
の
賃
金
•

俸
給
稼
得
者
な
の
'

か
。

I

法
人
税
負
担
は
、
転
嫁
す
る
と
す 

れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
割
合
で
所
得
階
層
別
個
人
所
得
に
爆
着
す
る
の
か
。

'

:■
'

.

、
し
か
し
、
法
人
税
転
嫁
と
帰
着
に
.

か
ん̂

研
究
は
、
い
ま
だ
.

過
渡
期
I

っ
て
、
理
論
的
に
も
実
証
的
|

.

|

.

:般
に
承
認
さ
れ
る
：
よ

う

な

確 

定
的
見
解
に
謹
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。：

古
典
的
価
格
分
析
に
：よ
る
か
ぎ
り
は
：
法
人
税
の
転
嫁
は
あ

り

え

な

い

：。

し

た

が

っ

て

，

近
％
に 

、

，

る

ま

で
P

論
的
に
は
法
人
税
は
転
嫁
し
な
い
と
す
る
見
解
が
支
配
的
.

で
あ
っ
た
。，.
け
れ
ど
も
、
法
人
税
負
担
が
し
だ
い
に
増
大
す
る
と
と

も
に
、
現

実

眞

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
.

て
現
状
で
は
、
短
.期
的
に
も
長
期
的
に
も
、
法
人
税
の
転
嫁
は
あ
り
え
な
い
と
す
る
説
、

'
 

一；部
は
転
嫁
す
る
と
す

る
説
、
す
べ
て
舊
す
る
と
す
る
説—

こ
の
三
者
の
鼎
立
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ヾ
そ

れ

ゆ

え

、

法

人

爱

担

が

.：

個

人

所
得
階
層
別
に
ど

の

よ

う

に

配
/

刀

さ

れ

てI

る

力

と
V

わ
れ
わ
れ
の
分
析
目
的
に
と
っ
て
も
、
依
拠
す
る
に
た
る
よ
う
な
満
足
す
べ
き
見
解
は
い
ま
だ
現
ゃ
れ 

て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

-

.

 

■

t

力
し
こ
こ
で
の
わ
れ
わ
れ
の
分
析
目
的
は
、
法
人
税
負
担
の
|1

直
的
平
等
と
い
う
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
.'
転

嫁

の

有

無

に

よ

り

、

わ

が

_

の

' ' 

法
人
税
め
性
格
に
つ
い
て
の
見
解
を
ど
の
よ
う
に
修
正
ず
べ
き
か
，
に
つ
い
て
検
討
す
.

る
こ
I

着

。
：第
：
.
E

 

株
主
の
負
担
と
し
て
帰
着
す
る
と
す
れ
ば
、
所
得
階
層
別
法
人
税
負
抵
率
は
ど
う
な
.

る

の

か

。
へ
第
二
に
、
ぐ

i

I

階

層

別

税I

率
を
算
定
し
た
と
き
仮
定
し
た
よ
う̂

'

も
し
も
法
人
税
負
担
の
S

消
馨
に
前
転
し
、
VS
-

が
労
働
者
に
後
転
さ
れ
、
残 

余
の
ほ
§

が
_

帰
着
4

る
と
仮
定
す
れ
ば
ど|

る

か

。
：
望

に

、
木
村
元
：
.一..
'教
授
が
わ
が
国
に
つ
い
て
、
同
t

く
所
得
階
層
別
税
負
担 

率
を
実
証
的
S

討
す
る
と
I

採
用
さ
れ
た
法
人
税
顔
に
つ
い
て
の
作
業
簾
の
：よ
I

、

.

法
人
税
負

担

の

：
六
〇パ
I

:

セ.V

ト
が
株
主
に
、
 

残
余
の
四
〇
。ハ—

セ
ン
ト
が
企
業
め
麗
価
格
に
組
み
い
れ
ら
れ
て
消
費
者
に
前
転
す
る
と
仮

定

す

れ

ば

ど
う
な
る
の
か
。
そ
し
て第
四

に

'

-

_

-

I

S

A

I

I

 

H

 

V
:

.
.
:

 

i

 

ニ
T

I

•



に
割
り
4

て
ら

れ

て

い

る0)
欄
弋
株
主
に
帰
着
す
る
と
考
え
ら
れ
る
法
人
税割
合
は >

 

.

所
得
階
層
.

娜
0

総

醌

羃

得
©-
階

麗

分

布

に 

各
所
得
階
層
に
割
り
あ
、て
ら
れ
て
い
る(

⑵
欄)

。
そ
の
う
え
で
、⑶
欄
か
ら
(6
)

擬
に
わ
た
っ
.

て
、.所
得
階
層
別
の
法
人
税
負
担
率
を
■

う
る
た
め
に
、
 

所
得
|%
,

層
別
法
人
税
負
担
額
と
所
得
階
層
別
総
家
計
所
得
額
と
の
比
率
を
と
っ
た
。

r

a

つ
の
仮
定
の
：う
ち
、
仮
定
⑵
は
さ
き
の
マ
ス
グ
レ
ー
ヴ
の 

仮
定
に
対
応
す
る
も
の
で
あ.
る
が
、
仮
定
⑵
で
は
後
転
を
考
慮
し
て
い
な
い
点

で

、

.必

ず
1

も
同
一
.の
仮
定
で
は
な
い
。.
及
定
⑶
も
卞
^

教
授
の 

仮
定
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
が、
.

教
授
の
.

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に'

好
況
期
に
は
販
売
価
格
の
引
き
上
げ
に
よ
り
消
費
者
に
帯
着
す
る度
合
が
つ 

.

よ
く
、
不
況
期
に
は
株
主
に
I

す
る
度
合
が
つ
よ
い
。.
.

そ
の
：た
め
、
六
〇
な
い
し
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
比
率
を
動
か
し
セ
計
算
す
る
必
耍
が
あ 

る
と
い
う
示
唆
に
し
た
が.い
'

比
較
め
便
宜
：上
か
ら
も
、
五
〇
パ
ー
セ
；ン
ト
の
比
率
を
.と
っ
た

;0

法
人
忝
は
直
接
税
で
あ
っ

て

転
嫁
は
ま
っ
た
く
あ
り
免
な
い
と
い
う
ー
般
の
仮
定
に
よ
る
と

(

⑶
欄)

、
法
人
税
負
担
は
、
.
昭
和
三
五
年
で 

は
年
所
得
百
万
円
超
の
^.

得

階

層

で

は

ニ

ニ

.

.
九

パ
ー
セ

.

.

ン

ト

で

あ

る

が

、

ー
ー

0

万

円

以

下

の

：所

得

階

,]
1

で

は

〇

•
.
.
一

 

パー

セ
.ン
ト
に
す
ぎ
な 

I 

:し

か

し(4
'

(5

欄
の
よ
う
に
、
消
費
者
に
転
嫁
さ
れ
る
度
ム
ロ
が
高
ま
る
と
.

と
も
に
、
両
所
得
階
層
の
法
人
税
負
担
率
は
、

ー
方
ユ
減
少
し 

他
方
は
増
大
す
る
そ
し
て
法
人
税
負
担
が
す
べ
て
消
費
者
に
帰
着
す
る
と
仮
定
す
^ -

ば
:

(

(6
)

攔
>、.
^

所
得
階
1

の
負
担
率
は
ま
づ
た
く
逆
転 

し
、
百
方
円
超
の
所
得
階
層
で
は
六
•
八
パ
.—

セ
シ
ト
に
な
る
が

’ 

'

ニ
o

万
円
以
下

.

の
，所

得

階

層
 

ま

為
 

嫁
の
：度
合
が
あ
ま
り
大
で
な
い
と
す
れ
ば

.
(

⑷
、
(5
)

攔)

、:■
最
高
と
最
低
の
所
得
®
層
の
ホ
間
に
あ
る
所
得
階
層
に
お
い
て
は
、"
法
人
税
の
負
担
ま

I

.例

的

で
 

I

,

 

.
':

パ
 

.

:

:

'

入

 

'

:

こ
の
よ
う
に
、
：法
人
税
転
嫁
に
か
ん
け
る
仮
定
が
代
え
ら
れ
る
と
、：
.所
得
階
層
別

0

法
人
税
負
担
率
は
著
し
く
異
な
る
。
要
約
す
れ
ば
.、
⑴
法 

人

税
負
担
が
株

主

に

帰

着

する
と
仮

定
す
れ
ば
べ
最
高
所
得-1
^

層
に
と
マ
て
は
、
，
法

人

税

は

累

進

囊

と

：な
り
、
：；そ
の
下
の
：所
得
階
層
.で
負
担
率 

は
急

減

し
そ
れ
以

下

で.
は
漸

減

し

、

最

低所
得
.

階
層
で
は
そ
め
負
担
率
は.ほ
、枝
無
覩L

う
る
規
模
で
あ
る。
'

(2
)

-

-

消
費
者
に
帚
着
す
る
と
仮
定
す 

れ

ば

.：

法
人
税
は
施
進
礙̂

と

な
^^

と
く
忙
廣
低
所
得
階
層
で
は
そ
の
負
担
率
は
著
じ
い
。
⑶
他
の
：一：

.

一.
つ
：の
仮
定
の‘
も
と
.

で
は
、
法
人̂

■

:日
本
の
法
人 

f

 

担
の 

s

 T

 

'

へ
，

：

,

:

.

'

.

i

 

(

三
七)

.

:

第三表：法人税転嫁にかんする仮班を代えたばあいの所得階層別象計の 

法人税负担分布（試算）（昭和35年度）

家計の所得 

階層別区分

税负担配分基準

消费支出配当金 
の階層別の階層 
分布 別分布

株主负担 
と仮定す 
るばあい.

所得階層別法人税負担の分布

»/3前転，2/3 V A 転, 1/2 
株主负担と株主负担と 
仮足するば仮定するば
あい あい

； .

消赀渚に完 
全前転する 
と仮矩する 
ばあい

(1) (2) ⑶ ⑷ • (5) (6)

20万円以下 17.0% 0,1% 0.1% 4.6 % 6.4% 13.5%

20 " " 超 15. 0 0.3 0.2 2.7 3.8 .7. 8

30" " " 17. 3 1.0 0. 4 2.7 3. 7 7.3 ,

..'..40» " " 14.3 1.9 0.9 2.9 3,8 ' 6.9

50 〃 " » 16. 5 4.4 1.7 3.3 4.0 6.4

70 〃 " » 9.3 ’ 6.2 . 3.7 4.4 4.7 5.8

100 " " " ' 10. 6 86.1 , 22.9 17.1 16.8 3.7

合 計 100.0 100.0 6.8 6.8 6.8 6.8

1) /ソI忖阳ノ留A  ノJ抑 ム リ 办 干 叫 ，'- 一v 小《■げつ以■フ” , • ト•.[，一一 •一 一'

た。すなわち全都市を調査対象とする象計について，貨幣所得のみをとりあけている。

2 ) 税負組率の算定に当って，分母にぐるべき「所得J ほ，貨幣所得，法人留保利潤，法 
人税のt 嫁しない部分のほかに如えて，資本利得，実物所辨も含むはずであるが，後者 

は除かれている。 . . -
3 ) 資料：税制調査会「当面の税制改正に関する答中」昭和35年 I.2 月，大蔵猶「税制主

― へ 山 从  rvレ f r r a r H i l i :  FlSin QR 4^.

,

l
l

四

(

一
二
 

六)

.

法
人
税
負
担
は
納
税
義
務
者
で
あ
る
法
人
企
業
も
負
担
せ
ず
、
株
主 

.

の
負
担
と
も
.

な
ら
.

ず
、：.

ま
た
.

労

働

者

の

：負

担

：

.

と
も
な
ら
ず
、
す
べ
て 

企
業
の
販
売
価
格
の
引
ぎ
上
-^
:

を

通

じ
,^
消

費

者

に

前

転

す

る

と

仮 

定
す
れ
ば
ど
ぅ
な
る
の
が
。..
'

こ
の
ょ
ぅ
.

に
、

.

法
人
税
転
嫁
に
か
ん
す 

.

る
仮
定
を
人
れ
，代
え
た
ば
あ
い
に
は
、
所
得
階
層
別
法
人
税
負
担
率 

•

は
、’
，各
所
得
階
層
、
消
費
支
出
階
層
、
配
当
金
受
取
階
層
の
そ
れ
ぞ 

れ
の
.

格
差
に
応
じ
て
、
か
な
り
の
格
差
を
承
す
と
い
.

ぅ
こ
と
は
、
容 

易
に
想
像
の
つ
く
は
ず
の
.

も
の
で
あ
る
。
 

.

■

第
三
表
は
、
法
人
税
負
担
の
.

配
分
に
つ
い
て
、
次
の
四
つ
の
仮
定 

.

に
も
と
：、、つ
き所
得
階
層
別
法
人
税
負
担
率
を
' 

計

算

し

た
.%
:

の
.で
あ 

.

る
。
，そ
れ
は
転
嫁
が
生
じ
た
ば
あ
い
.の
法
人
税
負
担
率
に
つ
い
て
、
 

な
ん
ら
か
の
洞
察
を
与
え
る
た
：め
で
あ
っ
て
、

そ
れ
以
上
で
.

も
な 

.

く
、
，そ
れ
以
下
で
も
な
い
。
(!
)

法
人
税
は
す
べ
て
株
主
に
■
畠
す 

.

.

.る
。
⑵

法
人
税
の̂

は
消
費
者
に
前
転
し
ノ
^

は
株
主
に
帰
着
す 

.

る
”

⑶

法
人
税
の
va

は
消
費
者
に
前
転
し
、'
1/
,
は
株
主
に
帰
着
す 

る
。
⑷
去
人
税
は
す
べ
て
消
費
者
に
帰
着
す
る
。
.こ
れ
ら
の仮
定
に 

も
と
づ
い
て

消
費
者
に
帰
着
す
る
.と
考
え
ら
れ
る法
人
税
割
合
は
、

.

.

「

所
得
階
層
別
の
■総
消
費
支
出
の
階
層
別
分
布
に
ょ
り
.
’

各
所
得
階
層



箄四表個み所得税および間接税の所得階層別負担(昭和34年)

所得金額(実収入）
n

10,000
円

20,000
円

30,000
円

40,000
円

50,000
円

60,000
円

70,000
.円

80,000
円

90,000
円

100,000

酒 税
%

5,12
%

3.37
%

2.73
% 

2. 40
%

2.13
‘％ 

2. 03
%

1.91
%

1.81
%

1.71
% 

1.63

色
たばこ専売納付金 5.72 2.77 1.93 1.50 1.25 1.07 0. 95 0. 85 0.78 0.27
(たばこ消贤税を含む）

砂 糖 消 歡 税 0.48 0. 29 0. 22 0,19 0.17 0.15 0.14 0,13 0.12 0.12

担
物 '品 税 0.34 0. 59 0. 67 0.79 0.84 0.87 0.88 0.88 0, 53 0, 85

電 気 ガ ス 税 0.82 0.55 0.45 ' 0. 40 0.36 0.34 0-32 0. 30 0. 28 0.27

割

入 場 税 0. 54 0.28 0.20 0.16 0,13 0.12 0.10 0.09 0. 09 0.08

間 接.：税 合 計 12.57 7.83 6.20 5. 44 4,89 4. 58 4. 29 4.05 3. 82 3v67>

所 得 税 0.05 0. 45 1.10 1.96 2.81 3.75 4.80 5. 65 2.54 8.74

住 民 税 0.15 0.43 0.70 1.01 1.23 1.37 1.51 1:62 1.70 1.77

合 , .
II 12. 77 8.71 8.00 8.41 8.93 9.70 10. 60 11,32 12, 06 14.18

高
所
得
階
層
を
除
い
て
ほ
ぼ
比
例
的
で
あ
る
,°

そ
れ
ゆ
え
、/'
は
じ
め

に

述

べ
.

8

0
 

約

て
-

.

.

.

.
■

:

 

V
 

. 

' 

'

P.
8

喁
扑
た
ょ
う
に

-'

法
人
税
転
嫁
^
つ
い
ズ
味
理
論
的
に
も
実
証
的
に
も
ニ
般
に
承 

札

^

 

:認
さ
れ
た
見
解
：は
な
い
が
"

最
近
、：
学
界
_

に
お
い
.

て

支

持

を

増

じ

そ

き

た
-|
一

約
2»
«
_

| $
:

部
転
嫁
説」

-\
:

を
->
1

る

な

ら

ば'

法
人
税
は
太
体
に
.

お
：い

て

比

例

税

率

課

税

と

.36
-
-1
.
. 

2

.考

.

.

. 

'

-

V

' 

. 

.
 

' 

- 

和
“

 

.，%-
_

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

：

昭
ル
は
て 

：

：

,
、

.'
, 

h

t

.

i

«
l>

'

;-

の
議
論
0

線

に

そ

：っ
て
生
れ

.

る
副
産
物
と
し
て
ね
け
加
え
^
べ
き
こ
と 

.
1

部
職
：ば
.

は
、
実
在
説
的
観
点
.

か
：ら
法
人
税
制
に
累
進
税
率
を
採
用
す
る
こ
と
.
.は
、
必

'過
つ
查
：

. 

1

M

^

調
^'

...パ
ず
し
も
税
負
担
の
垂
直
的
平
等
を
実
現
す
る
こ
：と
に
.は
な
ら
な
い
と
い
ぅ

.

と

と 
ノ
 

'
 

:

-f
l

:

v

0

^
び
ヾ
，
，リ
.と
.で
あ
る
。
、累
進
法
人
課
税
It

、
；
転

嫁

が

な

く

と
%■
大

法

人

の

中

小

株

主

め

l

l

2 H
t

税

負

担

，を

増

加
^

、
新
た
.

な
垂
直
的
不
平
等
を
生
み
だ
す
ば
か
り
で
な
く
、
 

.繁

哺
? 1

負
-
" 

• 

f

 

1
1

次

.

転
嫁
が
生
じ
：て
法
人
税
負
担
が
消
費
者
に
転
嫁
.

さ
れ
る
度
合
が
高
ま
れ
ば
、

益
が
ー
一
.
. 

. 

.

g

鄉
1

消
.

!:

低
‘

中
所
得
階
層
に
お
げ
る
法
人
税
負
担
は
増
大
す
る
で
あ
ろ
ぅ
。
第
四
表

I
n

 

®

34

ま
.

,

.

.

で
は
、
年
度
は
異
な
る
が
ぐ
間
接
税
の
所
得
階
層
別
負
担
率
が
示
さ
れ
て
い 

会
#

和
!)
，

5

相
あ
"，

る
。
第
.

三

表

.，の
(6
)

攔
と
比
較
す
れ
ば
、：
も
し
累
進
法
人
税
.が
導
入
さ
れ
る
な

l
i
l

l
.

ら
ば
、
そ
れ
，は
現
行
の
間
接
税
ょ
り
も
あ
る
い
は
ょ
り
逆
^
課
税
と
な
る
か 

r

は
象
労 

:

会
'

表
対
'g

.
:

も
し
れ
な
い
こ
と
を
、
そ
れ
は
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

■
查

望

：
© !
'

。

肩

。
80
ぃ
，

へ1
Y

'ホ
下
_

ま「

ま
人
税
廃
止
論
の
論
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租
研
財
経
委
資
料
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れ
て
t

る

の

で
5

」

で
は
と1

げ
て
い
な
い。

r

f
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「
法
人
税
転

l

l

l

l
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i
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'

木
村
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「

わ

が

国

に

，

け

る

所

得

階

層

別

腐

税

負
担
率
の
統
計
的
実
p
.

租
研
財
経
雲
料
。
、

:
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パ
厂
三
ぐ
法
人
税
と
企
業
の
効
率
-

—

産

業

別

一
-

./
:.
、

：

.

* 

• 

.

.

.

.

.

.

.

.
 

- 

- 

一.
.

-
 

- 

. 

- 

. 

•

.

⑴

産
業
別
法
人
税
負
担
と
そ
の
：「

消
費
税
卜
効
.

果

'

'

.
■

 ■

 

•

 

.

 

/ 

-

 

-

I

税
制
に
つ
い
て
い
ま一 .

つ_

の
集
中
す
る
側
面
は
：、
，
法
人
企
業
の
活
動
全
般

f

た
ら
I

の

業

で
あ
る
。

と
く
に
企
業
の
.拡
張
に

き
び
し
V

晨

を

加

え(

1

1

事
業
の
創
設
の
障
害
と
も
な
り
，
-
ま
た
株
式
よ
り
も
借
入
金
に
よ
る
資
金
謹
を
優
遇
す
る
と
か
の
理
由
か
ら
種

^

 

の
f

ヵ

ナ

さ

れ

て

き

た.わ
力
国
に
お.
.

V

て
も
た
び
た
：
.

び

法

人

税

制

の

塗̂

を
図
る
と
い
う
見
地
か
ら
、

「

企
業
め
税
負
担
軽
減
の
方
向f

さ

ぐ

り

さ

ぎ
■

い
る̂

も
と
づ
く
I

減

税

の

方

向

ば

い

.く

つ

か

だ
さ
れ
て
い

大
別
す̂
^

^

を

図

る

方.

か
、

ま

た

は

租

税

特

別

措

置

そ

の

他

S

力

的
I

用

し

傾

斜

的

か

つ

.選

択

的

な

緣

I

る
方
向
が
、*

一；一
 

つ
に
：し
ぼ
ら
れ
る■ 

麥
兄
て
.

よ

ん
.

政
铲
目
標
と
し
て
の
資
本
構
成
の
是
正
'

も
<

_

の
体
質
改
善
も
、V

果
し
て
無
条
件
皇
ま
し
い
.

か
ど
う
か'
に
も
.

！
！
論
，

h

あ
る

が
、
：
企

業

減

税

：と
い

i

蒙
段
が
ど
の
程
度
有
効
で
t

か
に
.

つ
い
S

 

そ
の
有
効
性
を
間
う
た
め
の
検
射

‘

本
.の
法
人
税
負
抠
の
.評

価
«

、

.

.

■

■

.

• 

;
 

ニ
七
：(

一
 

ニ
九)



た
ら
す
法
人
税
の̂

果
を
確
力
め
る
こ
と
に
終
始
し
、
転
嫁
し
た
ば
あ
い
.

の
効
果
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
な
に
も
語
ら
れ
て
い
が
パ
っ
た
。
法
人
税 

が
転
嫁
寸
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
あ
る
べ
き
産
業
構
造
に
.

な
ん
ら
か
の
歪
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
出
発
点
と
し
て
こ
の
よ
う
な
問
題 

意
識
の
う
え
に
た
っ
て
法
人
税
負
担
に
つ
い
て
調
べ
石
こ
と
に
.

し
よ
う
。

'

:

.

.

'

,

:

;

:

:

'

:

法
人
税
が
わ
が
国
の
あ
る
べ
き
産
業
構
造
を
ど
の
程
度
專
歪
め
て
い
る
か
フ
と
い
う
問
題
に
答
え
る
第
ー
歩
と
し
て
、
'第
五
表
に
み
ら
れ
る 

よ

う

な

：'

「

産

業

別

法

人

税

負

担

率

」

を

計

算

し

で

み

g
。：

昭

和

三

三

年

は

不

況

期

の

年

度

と

考

え

、
.パ

昭

和

三

六

年

は

好

況

期

と

み
な
し
て
い

る

。
 

こ
の
表
の
も
と
に
あ
る
考
え
方
は
こ
う
で
あ
る
。
も
し
全
産
業
に
お
け
る
資
本
収
益
に
た
い
し
無
差
別
.

に

課

せ

ら

れ

る

一

般

税

が

'

産

業

構

造

に 

.

対
し
中
立
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
法
人
税
制
は
法
人
株
式
資
本
の
■収
益
に
の
み
諫
税
し

、

法
人
借
人
資
本
の
収
益
ゃ
法
人
以
外
の
資
本
泣
益
に
は 

課
税
し
な
い
か
ら
中
立
的
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
借
入
資
本
や
非
法
人
資
本
の
収
益
に
は
別
個
の
課
税
が
行
な
わ
れ
る
が
、
資
本
市
場
に
お
い
て 

は
資
本
の
収
益
率
は
長
期
的
に
は
均
等
化
す
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
、

.

危
険
負
担
等
を
考
慮
す
れ
ば
、

.

均
衡
.

に
お
い
て
は
、
法
人
味
式
資
本
の
税
引 

収
^
!
率
は
鑛
の
.資
本
の
税
弓
収
益
率
と
等
し
く
な
る
ば
ず
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
資
本
市
場
そ
の
他
の
不
完
全
性
に
よ
り
、
と
り
わ
汁 

わ

れ

わ

れ

の

，課

題

に

即

し

て

い

え

ば

、

各

種

資

本

に

対

す

る

税

負

担

^

格
差
に
よ
々
、
各
産
業
に
お
け
る
収
益
率
に
格
||
-

が
生
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
法
人
税
は
短
期
的
に
：前
転
す
る
と
い
う
仮
定
へ
.

こ
れ
は
前
章
で
み
t

と
お
.

り
の
信
頼
度
し
か
も
.

ち
あ
わ
せ
て
い
な
、い)

：を

、て
、る。
とナ
 

れ
ば
、.
あ
る
産
業
で
株
式
資
本
を
多
用
す
る
ば
あ
い
に
は
、
そ
の
産
業
の
.

生
産
物
価
格
は
、
他
の
比
較
的
に
株
式
資
本
を
用

う

る

こ

と

の

少

な

い
 

産
業
に
く
ら
べ
、
法
人
税
負
担
の
格
差
を
反
映
し
て
増
減
妒
る
で
あ
ろ
う
。
株
式
資
本
巢
約
的
産
業
の
■

生
産
物
価
格
は
、
株
式
資
本
非
集
約
的
産 

業
の
そ
れ
に
く
ら
べ
、
相
対
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
そ
の
生
産
物
の
消
費
は
相
対
的
に
減
少
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
. .

ま

た
そ
の
逆
も

生
じ
う
る
：
た

 

と
す
れ
ば
法
人
税
負
担
の
：格
差
に
よ
っ
て
■

株
式
資
本
集
約
的
産
業
の
生
産
物
消
*

と
そ
う
で
な
い
産
業
の
，生
：産
物
消
費
と
の
間
.

に
は
、
失
/、 

税
負
担
の
格
差
に
応
じ
て
歪
曲
効
果
が
生
み
だ
さ
れ
る
ご
.

と
に
.

な

る

。

法

人

税

負

担

が

相

対

的

に

小

さ

，い

産

業

の

生

産

物

に

対

す

る

消

費

は

法

人 

税
に
よ
り
相
対
的
に
拡
大
さ
；れ
、
逆
に
、
法
人
称
負
担
の
大
ぎ
い
そ
れ
は
法
人
税
に
.

よ
り
縮
小
さ
.

れ
る
，
こ
の
よ
う
な
消
費
構
造
に
も
た
ら
さ
れ 

日
本
の
法
人
I

担
の
評
価
：㈠
'
 

-

1

(

ニ
ニ
一)

：

第 五 表 法 人 税 の 歪 曲 コ ス ト

昭 和 33 年 昭 和 36 年 V

附加価値 法A 税 T,/Yf 歪曲コスト 附加価値 法人税 TilYi 歪曲コスト

(J i) (T,-) (-T,) Y (r-rf)2 
2 , (t,) (T<) (Tf) Y  (r-Tf)2 

2

k 林 . 業
：： (百万円）

10,349
(百万円)

234
(%)
2.3

(百万円) 
11

(亩万円)
7,624

(百万円)
458

(%)
6.0

(百万W)
4

漁 業 68,961 1,708 2.5 69 77,262 3,438 ' 4.5 85
鉱

炭 鉱

m 61,253 2,589 4.2 ■ 25 84,077 4,531 5.4 59
右 業 136,067 2,815 2.1 163 . 133,572 1,415 1.1

•-
427

建 設 業 . 282,057 15,903 5.6 28 473,600 42,679 9.1 0
製 造 業 2, 569,121 194,148 7.6 . 0 4,388,126 429,668 9.8 0
食 料 品 428,445 20,320 4.7 86 543,151 32,099 5.9 272
娥

.，ル 7° •

維 214,649 10,621 5.0 43 316,869 23,690 7.5 32:ハ .紙 81,366 5,228 6.4 .； 0 144,038 9,366 6.5 43
化 学 254,038 18,053 7.1 0 454,040 46,110 10.2 45
窯業 • 土石製品 105,929 13,069 12. 3 159 197,295 24.234 12.3 99
鉄 鋼 213, 578 16,592 7.8 0 455,962 40,543 8.9 0
非 鉄 金 属 58,823 4,748 8.1 6 141,574 14:; 006 9.9 0
金 厲 製 品 132,304 10,108 7.6 ' 、 0 186,597 20,574 11.0 37
機 械 192,627 20.499 10.6 135 380,433 51,463 13. 5 380
電 気 ’機 :器 222,879 24,734 11.1 201 497,791 67,085 13,5 498
輪送用機器 116,126 14.344 12.3 174 321,359 42,171 13.1 257
船 舶 108,002 10,713 9,9 54 83,524 5,039 6.0 . 42
そ (D 他 440,355 25,119 5.7 44 665,574 53,288 8.0 67
卸 '..•..小

• ■ ■ ..J 売 719,848 60,164 8.4 72 1,384,651 140,597 10r2 '  138

卸 453,616 38,630 8. 5 45 976,150 103,836 10.6 98
小 m 266,232 21,534 8.1 27 408,510 36,761 9,0 0

Wj 産 業 20,762 3,114 15.0 69 75,832 10,987 14. 5 106
運輸通信寒 307,119 15,618 5.1 41 496,930 30,341 6.1 248

水 運 業 142,769 2,191 1.5 214 150,622 2,583 1.7 . 407
電 気 業 、134,590 7,804 5.8 13 230,884 18,236 7,9 23

ガ ス 業 22,623 2,196 9.9 11 38,959 6,045 15. 5 82

サ，“ヴイス業 :147,030 9,375 6.4 0 230,423 17,246 7.5 23

m 業 4,594,049 317,859 6. 9 1,710 7,772,562 708,224 9.1 3,472

.

に
:
の
方
向
は
か
な
り
多
岐 

:

:

に
わ
'た

る

こ

と

が

予

想 

さ
れ
る
が
、
と
り
わ
け 

産

業

別

：
‘
企

業

規

模

別
 

:

の
法
人
税
負
担
の
現
状
. 

一
を
知
る
こ
と
は
不
可
欠 

,
,

で
あ
ろ
ぅ
。

も 

'
企
業
活
動
に
与
え
る 

,

法
人
税
の
効
果
を
調
べ 

33

る
と
き
に
も
転
嫁
と

fn

昭
.
帰
着
の
問
題
ば
や
は
り

f

避

け

るこ
と
は
で

き

な 

計

V

統

い

，

v

そ
し
て
通
常
み
ら 

^

.れ
る
接
近
法
は
法
人
税

: m

は
す
く
な
く
と
も
短
期 

省
：

I

,:
的

に

は

転

嫁

し

な

い

と
 

料

仮

定
.

し
た
ぅ
え
で
、，
産 

資

業

な

い

，.
し

は

企

業

に

も



た
歪
み
^.
.

法
人
说
負
抵
の
産
業
別
格
差
が
是
正
さ
れ
る
た
ら
、、は
解
消
す
る
で
'

あ
ろ
う
。
お
.

お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
考
え
方
.に
.%

と
、つ
き
フ
第
五
表 

:

で
_

人

税

紮
|

果
を
_

*

ず
指
標
を
法
人
企
業
統
計
I

と
め
て
み
た
。

第
五
表
に

.お
IV
で
は
ま
ず
、
.
_業
別
法
人
附
加
価
値
：

：(

価
格

と̂
法
人

#納
税

A当
金
ど
を
と
り
両
者
の
此
率
を
求
め
て
み
た
。

〈

金
融
、•
保
険 

霞

は

こ
-

で
は
除
如
れ
て
：い

气':
';

昭
和
；ーー
—:

ー
ー
年
に
，
ひ
.い
て
み
る
と
、；ゼ 

水
運
業
：の
ぐ
ー
•
五
パ
ー
セ
ン
卜
と
石
炭
鉱
乘
の

ニ
*'
.

I

パ
|

セ
ゾ
.

：ド
に
ぱ
じ
主
ヴ
、.
.

氣
高
は
不
费
產
業
_

-^

五
：。ハ.
丨
セ
ン
ト
に
卷
び
て
い
る
。

〕

ぃ
昭
和
三
丄
パ
年
で
は
、':
や
は
ヴ
石
炭
鉱
業
の
1

•
一

:

'
. 

.

.

.

.

.

.

.

.
 

‘
 

•

.

.

•

.
 

• 

.

.

.

.

.

.

. 

■

: 

.

.

•

.

•

-

。ハ
ー
セ
ン
ト
と
水
運
業
：の 

一.
：.
•

七
。ハ：1

ゼ
ン
.

ト
か
.

ら
.

は
じ
ま
り
、：、不
動
產
寒
の
-

四
：‘

五
：.パ
ー
：セ
ン
：ト
ど
ガ
ス
業
の.

一

五

，
五
。ハ，丨
セ
ン
ト
に
到 

.

っV

い
.

る
。.
.

こ
れ
は
産
業
別
と
い
う
横
断
面
か
ら
み
て
.

そ
の
原
因
が
.

な
.

ん
：で
あ
る
.

か
.

に
_

せ
.

よ
.

、
.

^

,

»

り
、
の

歪

曲

、力
も
た

.

ら
さ
れ
て
t

る
こ
と
を
想 

像
さ
せ
る
。
.

け
れ
ど
も
こ
れ
だ
け
で
は
、：
両
年
度
の
比
較
を
^ :

る
た
め
に
は
不
充
分
で
あ
っ
て
、
.

な
ん̂

か
の
洞
察
^
う
る
こ
と
も
む
つ
か
し

ぺ
：

.

■

' 

'

■
.,
;

.り

.

人,
'

\

 

■ 

, 

■

: 

■.
'
 

:

 

:

'
 

'
 

.

. 

■

-

.

.

.

.

.

>

0
 

'

■ 

.

.

 

.

.

.

.
 

- 

. 

.

.

.

.

.
 

' 

. 

. 

. 

そ
こ
で
法
人
税
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
歪
曲
効
果
を
推
定
ず
る
た
め
に
、
産
業
別
生
產
構
.

造
に
も
た
ら
さ
れ
た
そ
の
効
果
の
'数
量
化
を
行
な
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。■

い
ま
も
し
も
、
全
産
業
の
,

加
価
値
に
同
1

率
で
課
せ
.
.ち
れ
る

1

般
税
を
想
定
す
れ
ば
、
そ
の
.附
加
価
値
実
効
税
率
は
全

産
業
に
と
っ
て
の
附
加
価
値
.:

法
人
税
率
に
ひ
と
し
く
な
.

る
で
，あ
ろ
う
。
こ
の
ー
.

膨

税

が

課

せ

ら

れ

る

が

、ぎ

り

,^
、

も

た

ら

さ

れ

る

歪

曲

激

果

は

ほ
と
ん
ど
無
視
で
き
る
も
の
で
あ
り
'
 

こ
こ
で
は
便
宜
上
、.
全
産
業
に
ど
0

て
ひ
附
胁
価
値
.

&

人
税
率
の
平
均
値
を
と
$
.
こ
れ
を
中
立
的
附

加
価
値
税
率
と
み
な
す
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
こ
で
先
の
例
で
み
る
と
、
昭
和
三
.

六
年
で
'
:

t
f

 

.

平

均

比

九

：.

1

。ハ
ー
ゼ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
を
中
立
的
附
加
觚
値
実
効
税
率
と
み
な
す
な
ら
ば
、
S

炭

鉱

策

の

附

加

価

値

実

効

税

率

は

—*
•

一
 

パ
ー
ぢ
ン
ド
で
あ
る
か̂

:

石
炭
鉱
業
の
生

產
物
価
格
は
八
パ
ー
セ
ゾ
ト
低
す
ぎ
る
の
に
対
し
、
ガ
ス
.

業
で
は
附
加
価
値
実
効
税
率
は
一
五
•

五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
ガ
ス
業
の
生
産

物
価
格
は
六
パ
ー
セ
シ
ト
あ
ま
り
高
す
ぎ
る
と
考
え
る
こ
-

ど

が

で

き

よ

^
^
'
.
:
:

」

そ
こ
で
.

い
ま
、
石
炭
と
ガ
ス
の
需
要
に
か
ん
す
る
価
格
,

性
値
を
調
べ
て
み
^;(

と)

、
ガ
ス
と
在
炭
は
と
も
に
ー
を
若
.

干
上
廻
.

っ
て
い
る
が
、

一

の
近
傍
に
あ
る
と
み
な
す
こ
と
.が
で
き
る
か
ら
/

.

両
生
I

の
値
格
の
|

は
ほ
I

 

i

合
で
r

 

u

t

逆
方
向
に
販
売
量
の
変
化
t

た
ら 

i 

i

あ

ろ

ブ

で
'

あ
る
と
す
れ
は
.
法
人
呑
は
へ
中
立
的
な

I

般
税
に
く
ら
べ
て
石
廣
の
生
産
量
を
八
。ハ.—

•

セ
ン
ト
ほ
ど.
高
め
、

^

^

^

^

産
量
を
r

セ
ン
ト
ほ

と
低
め
て
V

る
.
こ

と

に

な

る

。

*

こ
.

の
よ
.

う

な
各

産

業

間

の

生

産

物

価

格

の

.
間

に

生

じ

た相
対
価
格
の
歪
み
を
、

い
ま
す 

こ
し
明
確
I

式
化
す
る
た

め

に

、ガ
ス
業
I

け

る
歪
曲
真
ト
の
算
式
例
を
あ

げ

る

と次5

う
I

る
。

'
か̂

歪
I

果
が
生
じ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
ガ
ス
消
費
者
は
ガ
ス
の
猜

入
に
あ
た
っ
§

丨
セ
ン
ト
ほ
I

い
価
格
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が̂
 

r

ず
で
あ
る
、
そ
れ
ゆ
え
ヵ
ス
の
.
'価
格V

'

も
し
も
法

人

税

負

担

の

減

少

に

よ

っ

て

，引

き

下

げ

ら

れ

る

と
す
る
と
、
歪
曲
効
果
も
そ
れ
に
と
も 

な
っ
て
し
だ
い
に
減
退
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
.
そ
し
て

ガ
ス
の
現
実
の
.

価
格
が
、.
：
一
種
I

ャ
ド
丨
•
.プ
ラ
ィ
ス
に
：等
し
く
な
ら
：た
：と
I

、
ガ 

ス
の
憲
と
消
費
に
ま
つ
‘

わ
る
歪
_

効
果
は
消
滅
し
、
ガ
ス
市
場
に
お
：け
る
消
費
者
選
好
も
完
全
に
反
映
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ

こ
で
歪
曲

コ 

ス
ト
の
算
定
I

た
っ
て
、
S

の
消
費
者
選
好
が
か
な
り
1

■に
：分
布
し
て
い
.
る
と
仮
定
す
れ
ば̂
 

っ
て
、

. 

た
と
え
ば
ガ
ス
業
I

け
る
歪
曲
コ
ス
ト
は
、
：
.
.

.

f

三

角

形

で

近

似

的

で

き

よ

う

。
ガ
ス
寒
に
つ
“

て
み
て
、
義

H

i

円
と
豹
管
れ
る
。
.

こ
れ
が
董
表
に
.

お
け
る
昭
和
三
六
年
の
.

歪
曲
.

コ
ス
ト
の
：欄

に

立
 

，

.

ベ
..，

'

石
炭
鉱
業
に
お
け
る
歪
曲

n

ス
ト
も
同
様
S

て
細
定
で
き
る
。
右
炭
I

あ
い
.

も
'

.

中
立
的
，一：般
税
の
も
と
S

け

：
る

価

格

が

.経

済

に

お

け
 

る

実I

コ
ス
ト
を
あ
：ら

わ

す

か

ら

、
右
炭
が
一
八

f

.

て
、
石
炭
鉱
業
の
規
模
が
社
会
的
1

大
で
I

こ

と

嘉

f

しV
'

い
5

 

ズ
ト
を
先
ど
向
様
の
算
式
に
よ
り
計
算 

'

す
る
と
、
約
墨
一
千
万
円
と
な
る
0

第
五
表
の
：歪
曲
コ
ス
ト
の
f

:

す

べ

て

泰
^

'
計
算
の
繁

と

し

て

の

.法

人

税

の

窘

コ

ネ

ト

要
て
あ
る
。
第
一
.

に
、
歪
曲
コ
ー
ス
ト
の
算
定
に
あ
た
っ
て
、'
，需
要
の
俪
籮
性
値
は
す
べ
：て
.
.

一'
で
：I

と
：仮
定
し
た
が
、V
:

.こ
：れ
S

:

く
ま
で
4

 

.

:

漏

J
 

* 

r 

i
 

V

.

て
*

:y
、

.*1
*

 

 ̂

s
' 

,
5 

n

 

1

*

>

*

S
 

' 

i 

1
5
)
* 

?

i

r

m

!

s

i

i

f
 

r

J
 

-

-

-

-

-

-

-
-

要

•り b
- 

.
_

l.
u
.'i
l'
'
l
.
-
-
.
I

.-
'
. -■ ... 

. -
•
.
■>
:
,
-
■

ハ>」

_
:'
. 

, 

A

，
,
;
.で 
I 

■

…

に-
ぞ
，
-
.
'
;
!
へ

 

f
 

ニ、
.
'

f



.'一

次

的

接

近

と

し

て

里

解

さ

れ

ね

ば

な

ら

な

，い
>

全

産

業

を

網

羅

レ

て

法

人

企

業

の

生

み

だ

す

個

別

商

品

^

つ

い

て

：の

価

格

弾

性

値

が

.利

用

不

可

.

.

.

.

.

.

V

.

.

.

. 

i
 

+ 

• 

. 

• 

■ 

• 

• 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

,

. 

•

能
-

で
あ
る
.

現
状
で
は
、
こ
の
.

よ

，

な

茇

定

も

ま

た

や

む

を

£

だ

い
1>

、.
：
わ

：れ

わ

れ

'

の
目
的
が
あ
り
5

べ
き
歪
曲
.

コ
ス
■.ト
の
概
算
値
を
も
っ
て
満
足 

す
る
の
.

で
あ
れ
ば
.(
ま
た
満
足
す
べ
き
も
の
で
：あ
る
が)

、

こ
の
第
—.
.

次
接
近
も
ま
た
認
め
'

る
こ
と
が̂

ぎ
よ
う
。.
.

第
一
一
に
、
こ
の
歪
曲
コ
ス
ト
は
法

人
税
の
み
に
よ
っ
.

て
も
た
^

さ
れ
る
も
の
と
ず
れ
ば
、
，
他
の
租
税
が
も
た
ら
す
と
#
え
ら
れ
る
歪
曲
効
果
に
つ
い
て
ゆ
ど
の
よ
う
に
扱
う
べ
き

... 

• 

■ 

•
-

か

.'

と
い
う
疑
問
が
生
れ
る
。
た
と
.

え
：ば
、
：電
気
機
器
業
に
課
せ
ら
れ
る
物
品
税
は
そ
の
製
品
価
格
を
引
き
上
げ
、
'

第
五
表
に
あ
ら
わ
れ
た
以
上
.

に
消
費
を
抑
庄
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、：
石
炭
鉱
業
&

せ
ら
れ
る
固
定
資
産
税
.

は
石
炭
等
.
Iの
生
産
を
制
約
し
、
，石
炭
鉱
業
の
過
大
拡
張
を
う
な 

が
^

こ̂

、
说
の
歪
曲
効
果
を
打
.

ら
消
す
；よ
'

う
に
働
く
で
あ
1

ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
.

の
.

よ
.

う
な
法
*

^

税
と
他
種
の
租
税
^

の

間

の

歪.#
効

果

の

助

. 

長
な

(

し
相
殺
的
効
果
も
考
慮
に
含
め
：る
べ
き
で
あ
る
が
、
当
面
の
課
題
一
に
即
し
て
こ
.
.こ
で
は
法
人
税
に
集
中
す
る
こ
：と
と
し
よ
う
。
，第
三
に
、

\

産
業
分
類
の
方
法
い
が
ん
に
よ
っ
て
.

ば
、.
集
計
量
ど
し
て
£0
'

歪
曲
効
果
に
バ
ィ
ア
一
ス
が
生
れ
る
か
も
じ
れ
な
い
。
た
と
え
ば
輸
送
用
機
器
業
で
の 

上
產
が
.

、.「

日

産

自

動

車

」

，

に
み
ら
れ
る
そ
し
て
乗
用
車
に
.

つ

い

て

の

歪

曲

効

果

が

 

一
〇
パ
•

丨
セ
ン
ト
で
貨
物
車
は
ボ
ロ
で
あ
る
七
す
る
.。
輸
送
用
機
器
業
全
体
に
つ
い
て
の
歪
曲
効
果
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
て
、
歪
曲
コ
ス
ト 

が 

一E

R

と
仮
定
す
れ
ば
、

' 

輸
送
用
機
器
業
を
乗
用
車
産
業
と
貨
物
車
産
業
と
£

ー
分
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、：'
歪
曲
ロ
ス
ト
は
ー
ー
億
円
と
な
る
で 

あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
.

え
輸
送
.

用
機
器
業
全
体
と
し
て
と
ら
え
た
ば
あ
い
の
歪
曲
コ
ス
ト
は
、■
ア
グ
.リ
ゲ
ー
ト
の
過
. ^

で
バ
ィ
ア
X

を
生
じ
、
過
小
評 

翁

と

な

ろ

う

。

.
：

 

^

こ
れ
ら
の
弱
点
の
ほ
か
に
、
こ
.

の
接
近
法
は
：い
く
た
，の
欠
陥
を
内
蔵
し
て
.

い
る
と
思
わ
れ
る
"

し
か
し
，.
そ
の
よ
う
な
欠
陥
を
考
慮
し
た
う
克 

で
，
第
ー
次
接
近
と
し
て
こ
の
接
近
兔
を
採
用
す
れ
ば
、
法
人
税
の
も
た
ら
す
歪
曲
，コ
：ス
ト
総
額
ぽ
昭
和
ー
.

ニ
三
年
で
ー
七
億
円
と
な
り
、
昭
和
三

六
年
で
t

三
，五

意

円

と

な

る

。

こ

の

歪

曲

コ

ス

ト

_

に
具
体
化
さ
れ
た
効
果
を
、

ハ
ー
バ
ー
ジ
ャ
丨
'

に
な̂

0

て

「

法
人
税
.

の
消
費
税
効
果」

と
呼

. 

.
► 

. 

- 

.

.

び
、
司
じ
く
彼
が「

法
人
税
の
使
用
資
本
効
果J

と
呼
ぶ
も
の
V

J
fc

わ
せ
で
、
産
業
別
に
み
た
法
人
税
’

の
効
果
を
実
証
.

的

に

フ

ォ

ロ

：
-
す

る

手

が

 

_

力
り
.
と
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

(

1

)

拙

稿「

租
税
蹇
と
企
業
の
活
動

」

三
田
学
会
雑
誌
、
：昭
和
三
八
年

参

照

，

.
：

(

2

)

税
制
調
迩
会「

税
制
に
関
す.
る
竟
見
調
査
票」

昭
和
三
八
年
八
月
。

(

3

)

 

R
.

 

G
o
o
d
e
,

 

i
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参
照
。
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p
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1
,
p
p

 

2
3
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第
一
が
“

 

霉

I

I

I

 

f

 

J
.

力

r

e

 

I

.

参
照
。
第
四
表
の
計
算
法
は
ハ
丨
f

ジ
ャ
丨
の
第
一
論
文
の 

(

y

経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所4

個

別

義

函

数(

弾
性
値)

:

の
計
測—

品
目
別
消
費
階
級
別
再̂
^

.

.

.

.

.

.

.

.
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•

四

't

,
す

び

に

か

え

て

-

.

 

•

-

.

.

'

•
 

.
r 

. 

.

.
‘ 

.
、
.

は
じ
め
.

鏡

し

た

よ

う
’

こ
,Q

I

I

法
人
m

と
：個
入
所
得
I

と
.
の
関
係
$

心
と
し
，
.法

人

税

と

讓

別
^
^
^
^
^

の

効

果

に

導

は

、ほ
と
ん
ど
触
れ
る
余
裕
が
1

.

1

ま
た
法
人
税
負
担
が
個
人
所
得
分
配構
造
に

お
よ
ぼ
す
効
果
にし
て
も
、
法
人
擬
郎
■ 

説
に
も
と
づ
：い
て
わ
が
国
、の
法
人
税
と
所
得
税
と

.

が
t

さ
れ
た
ば
あ
：い
に
、
税
負
担
関
係
I

の
よ
う
な
不
均
衡
が
生
ず
る
か
.

こ
：つ
い
て
.も

' / 

触
れ
ら
る
べ
く
し
て
触
れ
ると
こ
I

な
.

か
っ
た
。
：も
し
も
霞

.

的
平
等
と
い
う
基
準
が
ニ_

ら
は
；.
両

税

を

所

霍

篇

合

し

た

ば

あ

：い
.の
個
人
所
禱
層
別
税
負
担
の
バ
ラ
ン

.

ス
I

 

b

.

る
-

>

丨
ま
デ
シ
.ャ
ゥ
フ，
力.

二

重

麗

麗

に

あ

た
.

っ
て
最
も
重
要
視
し
た
：と
思
わ
れ
る
資
本
利
得
の
全
額
課
税
と
資
本
損
失
.の
全
額
控
除
の
果
す 

べ
き
役
割
を
は
じ
めS

討
す
ベ
I

あ
っ
た
'

か

も

し

れ

.な

摩

つ

I

こ̂

議

論

を

克

明

に

I

し

たI

.

で
：、
’
.

法

人

税

麗

と
.

個

人

所

得

分

配

と

の

関

係

塞

人

税

I

格

寡
^

^

 

t

 

う
。

.

ま

た

：そ

の

；
よ

う

I

論
の
筋
道
を.

I

I

と
：が
、一
太
方I

意

を

か

ち

羞

ロ
本
の
法
人
税
負
担.の
評
価1
5̂. 

- 

-

il alls)
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M

 

i

l

.

'

，け

气

ど

も

云

冬

そ

办

^

戈

な

捷̂
^

と
ら
な
か
^

た
主
-

た
+

备

：、
つ
；
に
；
は

法

人

^

^

^

^

そ

の

程

度

の

，差

は

あ

れ

%-

し
生
じ
て
1

る 

.

と
.

す
れ
ば
、.
，法
.

人
税
と
個
人
斯
得
分
配
と
の
_

係
に̂

い
*

の
#

来
'

の

接

，近

法
.

を
根
本
的
^

な
V

こ
>
に
あ
る
こ
と
は
繰
り 

令
X

I

.

1

な
い
：I

I

.

る

。
：
：
し

が

：し

は

る

。
：：
も

し

も

法

人

擬

制

説

の

う

：え

■

:

.

つ

義

人

税•
所
得
税
の
完
合
統
合
案
そ
し
ヤ
.

ま
た
|

本

利

得

：の
全 

わ
が‘
国

に

お

い

弋

現

実

化

さ

れ

る

I

れ

ば

，'税
制
が
達
分
配
に
対
し

.

X

念

こ■
.

つ
い
て
も
見
き
わ
■

め
る
だ
け
.

の
用
意
を
も
た
.

な
.
.け

れ

ば

'な

お

氏
 

論
者
の 

旨

摘

す

る

よ

う

に
資
本
蓄
稹y

：

移
行
し
V

V-

る
と
考 
>

虿
べ
き
で
あ
る
か
も
^

れ
な
.

れ
.
：
：
：
そ-̂
^

て
完
合
統
合
案
%'

資
本
利
得
も
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。"
：こ
^

が
私
が
：予
期
じ
そ
い
.る
次
棒
ス
る
べ
き
課
題
で
あ
る
、

_

し
'

か
.
1;

と
.

の

小

論

で

は

、
，
^

人

税

9

効
果
を
検
討̂

る
；^

あ
た
づ
.
'て

家

計

と

，企

業

な

.
い

1;

は
産̂

"

^

"

所
得
分
配
と
経
済
効̂
-

'

.

.

.

—

と
、
う
'

一一
 

分
法
を
と
.

っ
た
。■
税
負
担
の
公
平
に
つ
い
：て
は
個
人̂

い
し
は
家
骨
の
次
元
で
と
ら
え
、
'税
負
担
之
最
適
効
率
と
に
つ
い
て
企
業
な
い
し
は
産
業 

の
次
元
で
と
ら
え
ょ
う
と
む
た
。
こ
のi

i

分
法
の
背̂

i

に
は
、
法
人
実
在
説
も
擬
制
説
も
.、
と
も
に
哲
学
で
あ
っ
て
も
現
実
の
法
人
税
制
の
な
か 

で
明
確
|

理
を
貫
き
！

も
の
ヤ
は
な
い
と
い
う
考
え
方
が
.

ひ
そ
か
で
.

い
.

る
。
こ
の
考
え
方
が
正
し
い
か
否
か
は
别
と
し
て
、
•法
人
税
赏
確 

立
に
あ
た
づ
て
ひ
と
づ
の
統
ー'
:的
視
点
だ
吃
^ .

ど
り
.だ

し

て
- ;

れ
.

を

強

制

す

る

こ

：ど

は

、
，

.

.

明̂
;

か
：に
理
論
が
ず
で
に
教
義
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ 

と
を
意
味
す
る
。ー：む
-1
.

ろ
今
後
の
わ
が
国
経
済
の
発
展
過
程
に
お
い
5

、法
入
企
業
が
い
か
な
る
機
能
を
営
む
か
に
つ
い
て
、
実
証
に
た
え
交
た 

傾
向
法
則
の
巢
積
の
上
に
フ
法
人
税
制
の
評
価
づ̂

が
与
え
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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,

|

学
派
馨
学
の
建
設
者
と
し
I

済
学
の
発
展
I

献
し
、t

じ
る
し
い
影
響
を
経
s

の

震

は

、
.

き
わ
め
て
大
き
い
。
L

か
i

代
の
経
済
学
に
対
す
#

典
学
派
経
済
学
の
影
響
を
考
察
す
る

さ

：
い

に

、

.

リ

カ
ア

ド'
オ
I

も

に

、

.

マ.
ル
サ
ス
ニ(

s

.

 

M

a

l

l

視
す
る
と
と
は
I

な
い
>

 

f

に
ケ
イ
シ
.

ズ
経
済
学
の
誕
生
以
来
、、
そ
れ
ま
で
支
配
的
で
あ
っ
た
リ
力
ア
ド 

オ
の
理
論
に
5

て
、
’

マ
.

1

ス
の
理
論
が
人

.々

の
注
目
を
.

ひ
き
、.

I

アI

I

て
.

マ
，
ル

サ

ス

が

、

よ

I

 

く

脚
光
を
あ
び
る

よ

ぅ

に

な

つ

た
，0
：
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:
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.
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ケ
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^

0

^

0

0
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f

 

.

0
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I

I

.

w

o

o

l

^

 

が
翻
刻
さ
れ
匕
こ

と

は
、
：I

f

企
1

:

1

養

も
の
人
々
か
ら
.

は

同

情

を

も

、
っ

て

受

け

入

れ

ら

れ

.

る

で

あ

る

ぅ

と

考

え

て

い

.
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ル
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